











































































































































































































































































































































































































































































































































































ば今回でも r読み解く｣というタイ トルがついていますが､私なんかは ｢読み解く｣とは文字でないものか
2花
ら情報を引き出して文法的コー ドにのせる､そうすることで文字と同じレベルで議論ができる､それで文字
資料と非文字資料が ドッキングできる｡そういうふうに私なんかは理解 しているわけです｡私が理解してい
るだけではなくて､発表者の発表及び､コメンテーターの､例えば橋の枚にタバコ屋さんがあって管理 して
いるというけれども裏づけがあるのか?という質問からしても､共通認識だと思うんですよね｡文法的コー
ドというのは言い換えたら科学､我々がずっと積み重ねてきた科学の論理です｡この方法で過去の事実を確
定 していこうとみんな努力を続けているわけです｡ですからこの成果をまとめるのはその科学の方向でしか
まとめられないし､それが有効なんだと思 うんですOでも発信とかなんかの場合には､的場さん的に考えて
もらったらいいと思うんですO私はそういう印象をもっていますO
北原 :今回はこれをまとめるということはできません｡内部でこれだけ差があるということを､ちょっと見
て頂くということで (笑)･･･｡これからこれがどんなふ うにあと1年でかたちになるのかなということを
楽しみに見て頂きたいと思いますO最後に八久保先生お願いします｡
八久保 :私の専門ということもあるかもしれませんが､ずっと聞いていて違和感があるのはこのプロジェク
トで非常に時代区分､時間の軸は非常に注目されて､取り扱い方も精密であるにもかかわらず空間的なコン
テキス トといいますか､地域区分､国の広がりであるとか､朝鮮､韓国､言葉からでも地名からでもぜんぜ
ん違うようなこともなしにして話をしているわけです｡もう少 し私も気をつけたいと思うのですが､もう少
し広がり､空間の意味することを的場先生に整理してもらって頂ければありがたいと思います｡
北原 :本当に最後に､COEの研究グループで悩んでいる問題､つまり､本音がでてきたというところでおし
まいというのはなかなか残念なんですが､時間が35分を限度として許してもらっていますので､議論として
は本音のところが出たということで締めにしたいと思います｡どうもご清聴ありがとうございました｡二日
間にわたる私たちの詫論に参加 して頂いたことを深く感謝しておりますO何かのかたちでこの場の議論で提
起された問題は来年の成果に活かしたいと思いますのでどうぞ見守って頂きたいと思いますOどうもありが
とうございました｡
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